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コロナ禍での九中の取組 

・全クラス分の足踏み消毒ポンプを製作し、設置しました。ノズルに触れないため、感染症

対策になります。生徒だけでなく保護者の方からも好評です。 

・新型コロナウイルスの感染拡大が続き、気持ちが落ち込みがちになる中、言葉の力で少し

でも前向きになれるよう、新たに「言葉を大切にしよう」「ＭＰを貯めよう（Ｍ（Mastery）：

できたこと、Ｐ（Pleasure）：うれしかったこと）」等の活動を始めました。 

・上記の取組以外にも「ちょ・ボラ」や「エコキャップ運動」など例年行っていた 

取組も学年ごとに分散して行うなど、十分な感染症対策をとりながら実施しています。 

・いろいろな行事が中止になり、日々の活動が制限される中で、何ができるのかを考え、 

 全校生徒一丸となってこのコロナ禍を乗り越えようと頑張っています。 

学校名：府中市立府中第九中学校 

小行事はマスクを 

着用して実施！ 

１～３年生まで約５０

人がミニバレーボール

を楽しみました。 

※12月実施 

足踏み消毒 

ポンプを 

製作・設置！ 

 

言葉の力で困難を 

乗り越えよう！ 

<言葉を大切にしよう>

プロジェクト始動！ 


